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研究課題名 Larger Balloon Diameter Improves Vascular Resistance in 

Arteriovenous Access 

 : A Retrospective Analysis 

研究の対象・期

間 

当院で血液透析を受けていたすベての患者の内、シャント PＴＡのために AＶＦ評価を受

け、定期的な PTAを施行された患者 

 

研究期間：2021年 9月 24日～2025年 8月 31日 

研究の目的 本研究では、定期的な PTAを受けている維持透析患者のうち、バルーンサイズを拡大し

た症例において、サイズアップ前後のシャント機能（超音波検査による血流量［FV］や抵

抗指数［RI］）および血液検査データを比較することで、バルーンサイズアップがシャント

の機能維持や血管開存に与える影響を後方視的に評価することを目的とする。 

利用・提供する

情報の項目 

採血データ：WBC、Ht、Hb、Plt、TP、Alb、UA、BUN、Cre、Na、K、Cl、Ca、P、

hANP、BNP、Fe、TIBC、UIBC、TSAT、ﾌｪﾘﾁﾝ 

透析データ：透析時間、透析種類、アクセス種類、DW、QB、QD、ダイアライザー、除

水量、ESAデータ 

超音波検査データ：FV、RI、吻合部径、前後径、狭窄部径 

レントゲン画像データ、バルーンデータ 

利用・提供方法 データの取得：診療録から対象データを抽出し、匿名化した上で担当者が集計します。 

保管方法：東海中央病院 本館 3階 医療機器管理センター事務室の施錠可能な保管庫

に保管する。 

他者提供者の有無：本研究では他機関へのデータ提供は行いません。 

終了後の取り扱い：情報は 10年間保管後、紙資料はシュレッダーで裁断処分し、電磁的

記録は消去ソフトにより消去する。 

利用する研究機

関の範囲 

公立学校共済組合 東海中央病院内のみ 

 

責任者 腎臓内科部長 筑紫 さおり 

問い合わせ先 公立学校共済組合 東海中央病院 

住所：〒５０４－８４０１ 各務原市蘇原東島町４－６－２ 

電話番号：０５８－３８２－３１０１（代） 

FAX番号：０５８－３８２－０２２９ 

責任医師：腎臓内科 筑紫 さおり 担当者：臨床工学技士 玉木 高裕 

e-mail：takahiro.tamaki@tokaihp.jp 

もし、研究や情報の提供に同意をいただけない場合には、お手数ですが問い合わせ先までご連絡ください。 

なお、同意の有無が今後の治療などに影響することはございません。 

 

 


